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年間スケジュール（前期）

(a) 前期
（週１回４時間）

 ガイダンス
 チーム編成
 システム解説
 ドキュメント登録
 P1. プロジェクト企画
 P2. システム提案
 システム提案プレゼン

電子機械設計・製作Ⅰ
（２単位：週１回４コマ）

1 4/8

-

ガイダンス

2 4/15 チーム編成

3 4/22 システム解説１

4 5/6 MIRS2020の機体解体

5 5/13 システム解説２

6 5/20 ドキュメント解説・登録

7 5/27

P.1

プロジェクトデザイン

（ 6/17 チームレビュー）

8 6/10

9 6/17

10 6/24 プロジェクトテーマ発表

11 7/1

P.2

システム提案12 7/8

13 7/15

14 7/22 システム提案発表

15 7/29 システム提案修正
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P.2 システム提案
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開発フェーズ毎の目的
• 製品企画・プロジェクトデザイン

• 顧客（市場、経営層）に示す
• アウトプット：プロジェクト企画書
• 内容

• プロジェクトテーマ（背景）
• 誰・何のために何を作るか？（製品の目的）

• システム提案
• 顧客＆開発者に示す
• アウトプット：システム提案書
• 内容

• 誰・何のために何を作るか？（製品の目的、コンセプト）
• システムの特徴・機能（アピールポイント）
• 実現手段（実現可能性）
• 開発計画（開発項目）

• 設計
• 基本設計 -> M/E/S詳細設計 -> 実装
• アウトプット：基本設計書、M/E/S詳細設計書
• 内容

• 設計＝実現方法の具体的な内容を記す。
• 機能仕様、動作フロー etc.



P.2 システム提案

1. プロジェクト企画を実現するためのシス
テムコンセプトを具体化する。
（内容的には、製品カタログのレベル）

2. システムコンセプトを実現するための必
須の機能等を定義する。

3. システムの外観図をそれらしく示す（必
要に応じてCADを使用）。

4. 開発項目（要素）を示す。
（A,B,Cの優先順位を付ける。

A：絶対、B:是非、C:出来れば）

5. 部品購入計画（予算1チーム最大３万）

MIRS220*-DSGN-000*



P.2 システム提案

製品カタログの例

https://www.irobot-jp.com/catalog/

https://www.irobot-jp.com/catalog/


P.2 システム提案

例（Double 3 - Telepresence Robot）

https://www.doublerobotics.com/double3.html

https://www.doublerobotics.com/double3.html


P.2 システム提案

例：配膳ロボット Servi（サービィ）

https://www.softbankrobotics.com/jp/product/servi/spec/

https://www.softbankrobotics.com/jp/product/servi/spec/


システム提案書の目次

1. はじめに（背景・ニーズ）
2. プロジェクトテーマ（由来、ロゴ）
3. 製品コンセプト・特徴
4. 主な機能

・コンセプト実現のための必須機能など

5. 外観イメージ
6. 開発項目
7. 主要な購入部品（全体価格の見積もり）



プロジェクトのロゴ



昨年度までのシステム提案書との違い

• システム提案書の構成が昨年度まで
と変わっている。以下を考慮して作
成すること。

• １～5は顧客向け（カタログイメージ）
• 3～７は開発者向け (3～５は共通）
• 「想定されるユーザー」は、1.はじめに

（背景・ニーズ）に埋め込む。
• 「動作シナリオ」と「仕様一覧」は、基

本設計の段階で記述する。



システム提案について
• 7/1,8,15,22,29 の計５回

7/22発表会、7/29 ドキュメント登録

• システム提案書をパワーポイント、ポスター及び HTML で
作成する。7/22は作成したポスター（またはそれをパワポ
にしたもの）パワーポイント資料で発表

• 体験入学でのポスター発表

• 作成したポスターを使って、システム提案を 7/24（日）の体験
入学で来場者に説明する。

• 来場者（顧客想定）からの意見をシステム提案にフィードバック
する。

• 来場者の人気投票の実施？

• パワポ資料、ポスター、HTMLの記載内容の同期を取ること。



システム提案書

• MIRSのドキュメント作成ルールに従って作成
すること。

•他のシステム提案の資料内容と同期を取ること。

•構成は「システム提案書の目次」に従うこと。

•レビューワのレビューを受け、最終的には承認
を受けたものを管理台帳に掲載すること。
• レビュー（DR）については、次回詳細を説明する。

• 7/22（金）までにレビューを実施し、7/29（金）
までに管理台帳に登録すること。



パワーポイント資料

•システム提案発表会 7/22（金）で使用する。

•他のシステム提案の資料内容と同期を取ること。

•システム提案書の全ての項目（目次の１～７）
を記す。

•ページ数は特に制限なし（ただし、発表時間
15分を想定すること）

•レビューワの確認を受けた上で、発表会当日ま
で指定された場所に置く。



ポスター
• 一日体験 7/24（日）で使用する。

• 大きさ：A0    (A4、16枚分)

• 他のシステム提案の資料内容と同期を取ること。

• システム提案書の顧客向け項目（目次の１～５）の内容を
記す。

• イベント案内のようなポスターではない。

• ポスターとしての見栄え・見易さ、説明のし易さなどを考
慮して構成を決める。

• 説明時間は３分を目安とする。

• 背景色は使用しない。（インク代が高い）

• レビューワの確認を受けた上で、一日体験準備日7/23

（土）までに印刷する。



備考１

 毎回、作業開始時および終了時にチー
ムミーティングを行い、その日の作業
予定・結果について、チーム全体で情
報を共有する。

 時間を取ってミーティングを行う際は、
議事録担当を決め議事録を取り、管理
台帳にアップしておくこと



作業記録をこまめにつけること

作業コード
 01:ミーティング
 02:ドキュメントレビュー
 03:ドキュメント整備
 20:技術調査・試作
 21:システム提案、開発計画立案

1日の作業で項目が異なる場合は、それぞれの作業
時間、コードで登録すること
（最後に実施する工数分析で作業コードを利用する）

備考２



技術調査・試作
• 実現方法を検討・決定するにあたり、技

術調査や試作が必要になる。
• 試作は、ブレッドボードやモックアップ

(※)を利用して試作モジュールを製作し、
実現イメージを具現化することを目的と
する。

※ モックアップ：
• 機能・性能を確認すための、必要最小限の外装を施

した試験用パーツ
• 実機をイメージしやすいように手に取れる形で作ら

れており、デザイン・サイズの把握に用いられる


